
Fig. 1 ECL 測定原理図  

出典： http://www.meso-scale.com/ 

 

● ECL イムノアッセイ法を用いたタンパク医薬品の 

生体試料中濃度測定 
Quantitative Determination of Biologics in Biological Fluids by ECL Method  

 

[概  要] 

電気化学発光（ECL ; Electrochemiluminescence）イムノアッセイ法は、専用プレートの作用電極からの

電気化学的刺激による標識の発光を、イムノアッセイに適用できるように応用したものです（Fig. 1）。生体

試料中の夾雑物の影響が少なく、ダイナミックレンジが広い、従来のイムノアッセイ （ELISA）と比較して

感度が良い、多項目同時測定が可能であるなどの利点を持っています。 

当社では、ECL イムノアッセイ法を用いて生体試料中のタンパク医薬品の濃度測定サービスを提供して 

おります。また、市販または提供抗体の組合せにて、標識体の調製、定量分析法の開発、バリデーション、

GLP 基準での検体測定を実施いたします。 

 

[測定原理及び測定装置] 
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Fig. 2 ECL 測定装置 （QuickPlex SQ 120, 

   製造元 MESO SCALE DIAGNOSTICS 社） 

Technical News 
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ウサギ抗 EPO 抗体 

Fig.3 サンドイッチ ECL の模式図 

Fig. 4 ECL イムノアッセイ法を用いたヒト血清中 EPO の検量線 
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 [試験内容] 

1. 試料：被験物質を含んだヒト血清 

2. 測定法 

（1） 補捉抗体をアッセイ・プレートに固相化 

（2） 分析試料を添加 

（3） 標識した検出抗体を添加 

（4） ECL 測定機器(QuickPlex SQ 120、Fig.2)にて測定 

[測定例] 

サンドイッチ ECL 法（Fig.3）を用いてヒト血清中のヒトエリスロポエチン（EPO）を測定することにより、 

2.74～6000 mU/mL の範囲で検量線を作製できました（Fig.4, Table1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

      

Table1 検量線の各濃度ポイントにおける精度と真度（n=3） 

 濃度（mU/mL） 精度（％） 真度（％） 

STD.1 2.74 3.1 14.4 

STD.2 8.23 3.4 15.1 

STD.3 24.7 1.6 1.4 

STD.4 74.1 1.5 -11.3 

STD.5 222 3.4 3.1 

STD.6 667 2.8 1.5 

STD.7 2000 4.8 -1.7 

STD.8 6000 1.4 0.8 

                                

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 ：https://www.scas.co.jp/contact/  （株式会社住化分析センター） 
技術事例 ：https://www.scas.co.jp/technical-informations/technical-news/  
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